































リーとして定義し︑その今までの成果を網羅的に把握した上で︑的確に代表作を提示するような能力は備えていない︒なので︑以下紹介する文献 それをもとにした議論 ︑著者の個人 判断・解釈にもとづく︑あくまで主観的な一類型である︒　
とはいえ︑読者諸兄が独自に日本の社会文化を考える際の一つの
ひな形が提示できれば︑本稿はまったくの無駄には終わらな はずだし︑それ 力量の制約を踏まえた上での著者の責務だろう︒そこで本稿では︑その時々に見られた社会文化の構造 着目しつつ 時代ごとの変化
（展開）
も追えるような記述を心掛けた︒また︑必要































は︑幕末に訪日した欧米人の記録を精力的に読み解くことで︑彼らが一様に︑当時の 本 社会とは全く異質な文明を見て ると同時に︑自分たち西洋 影響を受けることで︑日本人が将来的にこの文明を失っていく運命をも予言していたのだと指摘する︒　
渡辺は︑江戸期から明治期への移行に関して︑ ﹁われわれはまだ︑
近代以前 はただ変貌しただけで︑おなじ日本 いう文明が時代の装いを替えて今日も続いていると信じているのではなかろうか︒つまりすべては︑日本文化という持続する実体の変容 過程にすぎないと︑おめでたくも錯覚して来たのではあ まいか﹂と問 かけた上で︑ ﹁実は︑一回かぎりの有機的な個性として 文明が滅んだのだ﹂
（一〇頁）
とする︒そして︑欧米人の紀行文を駆使して︑彼








ら当時の日本 民衆の愛想の良さ︑とにかくよく笑うこと︑質素だが幸せそうな暮らしぶり︑欲のなさ︑豊 で満ち足りた生活実態︑大きく派手では いが繊細でこじんまりとした生活用品の数々︑街にひしめ 人々の多様さ︑分割され 職分︑などなどを重厚に描き出したことである︒ れらは たとえば初代駐日米国総領事ハリスによって︑ ﹁衣食住に関するかぎり完璧にみえるひとつの生存システム﹂
（一四頁）
と総称されたものであった︒渡辺は︑既存のマル

































よって︑スピ や効率とは無縁ながら︑構成員全員の納得を重視する意思決定がなされた う︒その様子はたとえば︑ ﹁村 とりきめをおこなう場合には︑みんなの納得 いくまで何日でもはなしあう︒はじめには一同 あつまって区長から 話をきくと︑それぞ
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めていなかったと いえ︑ ﹁物を議決するというよりは一種の知識の交換が された
（四六頁）
とも語られる︒ここでは︑調和が決






































































































































初めて引き出そうとしたのではなく︑実際には政治への関与の質を変えようとしたのであった︒牧原 ︑ 民衆 っ の民権運動
（家）





























































チという﹁行為﹂ 基準にものを考え態度を決めるのではなく︑誰の﹁行為﹂かという主語を基準に判断が下 れ いる点を指摘（一一一頁他）
︒
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ように変形し続け︑あのような状況で我々がこのよう 行動をとったのは他 仕方がなかったのだという︑ ﹁情況倫理﹂
（一〇七頁他）




























































































め開国を屈辱視することなく︑また﹁信義﹂が国家の軍事行動を制する力を信じることができたとした︒逆にいえば︑ ﹁ の変革主体﹂は言葉の約束など弱肉強食の世界では無意味な空論だと決めつけ︑また江戸期 ように外国を劣位 管理対象とみる視座 克服し
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という桃源郷があまりにも長く持続できたこ が︑幕末に到来した激動期に信頼を身に付け 機会 可能性を奪ったことを想像させる︒そしてそれは︑他者と共有可能な論理整合 や筋道の一貫性を犠牲にして︑共同体の延命と内部の調和を軸 する﹁袋﹂の力学を形変えて再生 たこ が 現在に続く独自の近代社会を形作 方で︑国際情勢の変化に対する﹁身動き 取れ さ﹂ 生み出しだと示唆しているように思われ ︒　
本稿では﹁袋﹂理論の刺激から学んで︑自覚的に党派性を横断し






























































7）  ﹁東贐﹂ （蔵並省自編﹃海保青陵全集﹄八千代出版︑一九七六︑
 三五七頁） ︒
（
8）  ﹁論遣人於外国使審其情形﹂ ﹃敬宇文集﹄三（吉川弘文館 〇三） ︑
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